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取組1 2014年〜シニア就労促進キーワードを発信

2

 アルバイト・パート／派遣スタッフ 募集時平均時給調査
 求職者の動向・意識調査
 シニア層の就業実態・意識調査
 主婦の就業に関する1万⼈調査 など

株式会社リクルートジョブズの調査研究機関。多種多様な働き⽅の実現に向けて、
今と未来を調査研究し、正しく発信することをめざしています。
http://jbrc.recruitjobs.co.jp/

各種調査

新しい働き⽅の提唱

敢えて⾼齢者を優先採⽤

⾼齢者の希望する働き⽅

得意を活かす
苦⼿は助けてもらう



取組2  「からだ測定」〜30分で⾃分と向いてる仕事がわかる〜
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結果＋アドバイス
⑤

事
後
ア
ン
ケ
␗
ト

体 ⼒ 処理⼒ 個 性
①

事
前
ア
ン
ケ
␗
ト

③

レ
ポ
␗
ト

②3つの測定

記憶・計算・判断・
読解⼒などを測ります

握⼒、脚⼒などの筋⾁、
バランス感覚を測ります

⼈との係り⽅・物事の
進め⽅などの性格・
特徴がわかります

④

ア
ド
バ
イ
ス
シ
␗
ト

受
付

はかる わかる ⾏動できる またはかりたい

受付〜結果まで約30分



「からだ測定」︓測定結果レポート
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体⼒・処理⼒

ポータブルスキル

個 性

お勧め仕事



取組3 セカンドキャリア研修〜⼤⼿企業、地域⽀援機関

5© Recruit Career Consulting Co.,Ltd.

ご⼊社 いま
55歳

30万時間
これからの30万時間

誕⽣

これまで
社会⼈として

どう⽣きるか
どう働くのか



キャリアパスの実態
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就業

４０代 ５０代 ６０歳 ６５歳 ７０歳 ８０歳

定年

退社

継続
再雇⽤

他社（転職）
起業etc

未就業

役職定年



セカンドキャリアのライフスタイルと仕事の変化
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ポイントは変化への対応。家族、会社からの期待役割も変化

⾃分の変化
からだ
嗜好

ライフイベント

会社・組織の変化
①同じ会社
（再雇⽤・定年延⻑）

会社の期待
役割・仕事内容
処遇・勤務条件

②別の会社
新たな仕事・組織

③独⽴開業

①家族との関わり・介護
②地域との関わり
③ボランティア
④趣味

仕事
スタンス
役割

家族との
関わり⽅

セカンドキャリアに向け、就業中に準備

ポイントは、変化への対応

家族・コミュニティの変化
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３つの取り組みのリアルから⾒えてきたこと

視点1）外部労働市場 「60歳〜の求職・採⽤の現状」
課題は企業、シニア双⽅の⾒えない不安、ミスマッチ

視点2）内部労働市場 「従業員の⾼齢化」
70歳定年、セカンドキャリア、労災リスク…

外部労働市場の活性化
仕事の創出、働き続けられる労働条件・環境整備
ミスマッチの解消

内部労働市場の柔軟性と外部労働市場との接続
在職中の準備 「個⼈が⼀歩踏み出す」ための⽀援
棚卸、リカレント、リスキル、多様な機会・・・

企業へのインセンティブ、必要な⽀援は︖

本⽇



現状
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年齢別 就業率推移

10出典︓ 総務省統計局 労働⼒調査 （2012年〜2018）

64歳までの就業率は７割まで上昇。65歳以上はこれから
65歳になってからのʻ再就職ʼは・・・

（％）
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2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

60-64歳

65-69歳

70-74歳



就業状況（60歳〜74歳）

11出典︓総務省統計局 「労働⼒調査（詳細集計）」 2019年平均

就業者
1,242 万⼈
(49.3%)

失業者
29 万⼈(1.2%)

就業希望者
60 万⼈(2.4%)

就業内定者
3 万⼈(0.1%)

就業⾮希望者
1,183 万⼈
(47.0%)

「⾼齢で働けない」と思っている⽅に
「働ける能⼒/仕事がある」と伝え

⾃信をもってもらうことが重要

総数 2,520万⼈

就業希望者＋失業者
89万⼈

半数は働いている

就業希望＋失業者だけでも89万⼈も



70歳までの就業機会の確保
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雇⽤保険法等の⼀部を改正する法律案（2021年4⽉施⾏予定）

65歳で転職の難易度は︖
どの様な仕事がある︖
いつから準備が必要︖

起業がゴールではない



キャリアパスの実態
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就業

４０代 ５０代 ６０歳 ６５歳 ７０歳 ８０歳

定年

退社

継続
再雇⽤

他社
（転職）
起業etc

未就業

役職定年 定年

退社

継続
再雇⽤

フリーランス契約
他社（転職）
起業
ボランティアetc

未就業

60歳での決断が
65歳にずれる︖その影響は︖

65歳の
転職状況は︖



視点１
外部労働市場 ６０〜７４歳での求職活動
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仕事探しのポイント 「相場を知る＆⾃分を知る」
Point１ 仕事選びの優先順位
Point２ 職種のミスマッチ→企業の期待すること
Point３ 不安の解決



なぜ、シニアは働けない︖

15出典︓リクルートジョブズ「シニア層の就業実態・意識調査 2018 個⼈編60~74歳」
（左）5年以内に仕事探しをしたシニアの回答（n=1,711） （右）パート・アルバイト領域におけるシニア雇⽤について企業の⼈事・採⽤計画の担当者の回答（n=600）

企業の「年齢の壁」と本⼈の「思い込み」が障壁
双⽅に「業務遂⾏能⼒の不安」と「仕事のミスマッチ」が存在

「年齢の壁」「思い込み」
体⼒を使う、⽴ち仕事は無理・・・
今までの経験知⾒を活かしたい

動きが遅い、ケガでもしたら・・・
物覚えが悪い、頑固・・・

企業のシニア雇⽤意欲

積極的
22.7%

働きたいシニア（６０〜７４歳）

仕事探しを
始めたばかり

仕事
探し中

仕事が
決まった
42.8%

16.1%
7.4%

※5年以内に仕事探しをしたと回答した⽅の内訳

仕事を探したが
あきらめた
33.7%

6.5%
⾮常に積極的

70.8%
⾮積極的

仕事とのミスマッチが存在



企業がシニア採⽤に積極的ではない理由

16出典︓リクルートジョブズ 「シニア層の就業実態・意識調査 2018（企業編）」

「特に理由はない」が圧倒的1位。2位「健康・体⼒」22％ 「能⼒・スキル」16％
Q. シニア層の採⽤に対して積極的ではないとのことですが、その理由は︖（複数回答）

n=
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め
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正社員 407 22.1 21.1 15.5 12.0 10.8 9.3 8.8 4.7 3.9 2.5 34.9 
パートアルバイト 425 17.4 19.5 14.6 10.4 6.4 8.0 7.5 2.6 2.6 1.9 41.4 
その他雇⽤形態 413 15.5 18.9 14.3 8.2 6.3 6.5 6.3 3.1 2.2 2.4 44.3 
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企業企業



企業がシニアにʻ最もʼ求めるスキル

17出典︓リクルートジョブズ 「シニア層の就業実態・意識調査 2018（企業編）」

「柔軟性」「体⼒」「コミュニケーション」が上位 +社員は「判断⼒」

企業がシニアに最も求めるスキル

n=

臨
機
応
変
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で
き

る
柔
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性

体
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判
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正社員 600 17.0 16.3 13.2 12.0 8.8 7.3 6.8 5.5 5.3 2.5 5.2 
パート・アルバイト 600 12.0 16.0 5.8 14.0 10.2 10.0 11.2 8.7 4.8 2.2 5.2 
その他雇⽤形態 600 14.7 15.8 6.5 13.5 12.2 8.8 8.3 8.3 4.3 1.8 5.7 

0
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20
正社員 パート・アルバイト その他雇⽤形態

(%)

緑アミカケ ・・・上位3項⽬

企業企業



加齢の影響 ~年齢別 ⽇常⽣活に影響のある者率~

18出典︓国⺠⽣活基礎調査（健康票） 平成28年 ⽇常⽣活に影響のある者率 ⽇常⽣活影響の事柄別（⼈⼝千対・複数回答）

40代〜個⼈差が発⽣。
⽇常⽣活は60歳、70歳が節⽬。仕事・家事は40~50代と70歳。

33.3

45.6

105.2

60.4 58.7

91.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

日常生活動作

仕事・家事・学業

（⼈）

⽇常⽣活に影響のある者率 ⽇常⽣活影響の事柄別（⼈⼝千対・複数回答）

+59.6

+32.5



労働災害の分析 年齢⽐例で増加

19



仕事決定した⽅でさえ感じたハードル

20出典︓リクルートジョブズ 「シニア層の就業実態・意識調査 2018（個⼈編 60〜74歳）」

新しい仕事が決定した⽅でも「年齢」「業種・職種が限定」＆「時間⽇数」
職種と働き⽅のミスマッチが双⽅の課題
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Ｎ732 MA, 対象者︓5年以内に仕事探しをして⾒つかった⼈

(%)

仕事探し
開始7％

求職中
16％

仕事決定
43％

※5年以内に仕事探しをしたと回答した⽅の内訳

未決定
諦めた
33％

職種職種

時間⽇数時間⽇数

【仕事探しで感じたこと】



男性60歳以上 ⼥性60歳以上SA

仕事選びの優先順位、譲れないことを明確にする

21出典︓リクルートジョブズ 「求職者の動向・意識調査 2017」

絶体条件は「⽇数・時間/勤務地」が5割。仕事内容3割、給与2割
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60歳以上 50.5 49.0 46.7 44.4 44.0 36.0 35.3 32.8 28.8 22.3 21.9 15.6 10.0 7.7 7.2 6.1 5.4 4.5 3.9 17.0
男性60歳以上 45.5 41.1 38.7 34.4 31.8 28.7 30.8 24.0 22.9 19.2 18.6 12.4 7.6 5.0 4.7 4.3 3.9 3.0 2.7 22.7
⼥性60歳以上 55.4 56.7 54.5 54.2 56.0 43.1 39.7 41.5 34.6 25.4 25.2 18.7 12.4 10.3 9.5 7.8 6.9 6.0 5.0 11.5

時間⽇数時間⽇数

職種職種

仕事を探した時の重視点（絶対条件）



職種のミスマッチ

22出典︓リクルートジョブズ 「求職者の動向・意識調査 2019」

希望は事務が男⼥共に1位（男22.7％、⼥42.1％）
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全 体 14,385 32.3 22.4 12.0 11.6 9.2 7.8 7.2 5.7 5.3 4.3 3.5 3.5 2.9 1.6 1.4 1.1 4.9 14.8
■男 性 5,039 22.7 15.9 6.7 6.5 13.0 9.3 5.3 6.9 9.1 9.6 7.5 7.6 6.2 3.9 3.3 2.4 5.0 15.6
■⼥ 性 8,011 42.1 23.3 11.5 16.0 7.6 7.2 6.6 3.9 3.2 1.3 1.5 1.1 1.1 0.2 0.2 0.4 5.3 13.5
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Q. どのような職種の仕事を探していましたか。（複数回答）【対象者︓全員】

太字・・・男⼥別上位3位まで



⼈気の⾼い事務

出典︓厚⽣労働省 「⼀般職業紹介状況（令和2年11⽉分）」 職業別⼀般職業紹介状況［実数］（常⽤（含パート））

有効求⼈倍率は事務0.33倍。3⼈で1求⼈を全年齢層で取り合い
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※職業計 1.00
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2020年11⽉



■就業者・雇用者の定義（統計局HPより抜粋）https://www.stat.go.jp/data/roudou/definit.html

・就業者：「従業者」と「休業者」を合わせたもの
・雇用者：会社，団体，官公庁又は自営業主や個人家庭に雇われて給料・賃金を得ている者及び会社，団体の役員

就業者が多いのはサービス、運搬清掃、農林漁業。
⽐率が⾼いのは農林漁業、管理的職業

⾼齢者が多い職業



内部労働市場
従業員の⾼齢化によるリスクとセカンドキャリア

25

70歳定年、労災リスク…
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４０歳 ５０歳 ６０歳 ６５歳 ７０歳

セカンド
キャリア研修

定年

退社

継続
再雇⽤

転職
起業

etc

未就業

キャリアパスの実態

役職定年 定年
継続︖

退職︖
他︖︖

セカンドキャリア研修への要望変化と今後「70歳までの就業確保」への対応

⾝体・認知⼒
の変化

労災懸念
の増加

65〜70歳の活躍
企業に求められる⽀

援とは︖

もっと早くやってほしかった・・・
前倒し傾向



次世代シニアが本当の⾼齢者になる前に対策を

27

⽣まれた年 年齢
（2019年時点） ⼈⼝

次世代シニア

バブル⼤量採⽤世代
（⼤学をバブル期に卒業） 1967-70年 49-52歳 734万⼈

（⼤卒164万⼈）

団塊ジュニア世代
（親が団塊世代） 1971-74年 45-48歳 792万⼈



定年前後のキャリア・パス（男性正社員年齢別）

28出所︓リクルートワークス研究所 「全国就業実態パネル調査2019」

50歳時点で正社員だった男性は、59歳で1/4⼈が転職



「定年後」に対しては準備不⾜
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出典︓リクルートワークス研究所 「全国就業実態パネル調査2018」

次のキャリアの準備をするシニアは少数

2001 2005 2010 2015

⽼後も働いて
収⼊が得られるように
職業能⼒を⾼める

14.7 6.9 5.0 6.4

出典︓内閣府「第8回⾼齢者の⽣活と意識に関する国際⽐較調査」（2015年）

Q.定年後のキャリアの⾒通しが開けていた︖（55-59歳）
あてはまる どちらあというと

あてはまる どちらともいえない どちらかというと
あてはまらない あてはまらない

1.4 11.6 45.3 24.8 17.0

%

13％
%



転職者の仕事満⾜度

30出典︓リクルートワークス研究所 「全国就業実態パネル調査2019」

50代前半に、積極的な理由で転職した⼈は満⾜度が最も⾼い
早い時期に意志決定をすることが、将来の仕事満⾜度を⾼める

現在の仕事への満⾜度（離職理由☓時期別）



キャリアパスの実態からわかったこと
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● 同⼀企業における再雇⽤だけが選択肢ではない
50代での転職や、定年後の転職は増加

● ⼤半は準備不⾜。将来のキャリア検討の習慣がない
セカンドキャリアに向けた早めの準備が選択肢を拡⼤させる。
本業以外の機会（兼業副業、ボランティア・プロボノなども活⽤）

● 能動的に意思決定が、将来の仕事満⾜につながる

キャリアパスを明⽰した訓練
「（中⼩企業の）経営幹部」「プロとして経験と専⾨性を活かす」
「創業、フリーランサーをめざす」等キャリアパスを明確にした訓練メニューを提供

具体的、実践的な訓練
経営幹部として活躍するためには、実践で使えるナレッジが必要。
中⼩企業経営に不可⽋な、経営の数字に関する知識・技術、銀⾏取引に関
する知識など
創業、フリーランサーには、経営や税務等の知識、ITスキルの習得機会

他にも、兼業副業などでお試し、社内外での指導者としての訓練も

早めの準備（棚卸）と、能動的決断の促進

在職中からの⽀援例



キャリアパスの実態
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セカンドキャリアを考える機会の早期化、
能動的意志決定を促すための社内外にわたる多様な活動⽀援

４０歳 ５０歳 ６０歳 ６５歳 ７０歳

セカンド
キャリア研修

定年

退社

継続
再雇⽤

転職
起業

etc

未就業

役職定年 定年
継続︖

退職︖
他︖︖

⾝体・認知⼒
の変化

労災懸念
の増加

65〜70歳の活躍
企業に求められる

⽀援とは︖⾃⼰決定

再掲

社外活動の活⽤
（兼業副業、ボランティア、学び等）

変化への対応。健康維持、安⼼安全

キャリアパスを設定した学び



問題提議 まとめ
〇労働市場の観点からみた問題

・労働市場は、内部（社内）・外部（社外）で状況が異なる。
・⾼齢者の就業促進のためには内部・外部市場をつなげる必要が。

[⾼齢者転職市場の充実]

〇セカンドキャリアとしての準備・整理の必要性
• 再雇⽤でも、転職でも、働き⼿⾃⾝の変化対応が必要。
早期段階（ミドル）でのキャリア整理・セカンドキャリアに向けた棚卸と準備が必要。

[リカレント教育・リスキリングを含むキャリア整理、様々⽅法での準備促進]

〇⾼齢失業者・就職希望者(89万⼈)への対応
• 業種・分野別の⾼齢就業者の⼈数や就業率のバラツキで⾒えてくる職種ミスマッチを
勘案して対応すべき。

• ⾼齢者が⼀律に体⼒・能⼒が劣化するものではないが、個⼈差が⼤きく、かかる多様
性を踏まえることも必要。

[⾼齢者、企業双⽅に対するコンサルを含めた実効的な打ち⼿の充実]


